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シャンカラの著作に見 られる比喩的表現の一研究

―「海」に関する比喩について―

加 藤 龍 興

1 問題 提起

シャンカラ文献に見られる比喩的表現の一つに 「海」を 「輪廻」や 「無明」等

に喩えている箇所が散見され1),こ れ と同様の表現が,シ ャンカラの真作か否か

が問われているYSV中 でも確認される.そ れ故,本 論に於いてはこの一連の表

現方法についての当該箇所を指摘 し,そ の用例についてマイクロフィロロジィカ

ルな視座に基づ く簡明な要約を為すことにより,YSVの 著者問題に関す る一資料

を提供するもの としたい2).

Ⅱ　 YSV中 の関連 部分 の呈 示3)

tasyatmanugrahabhave 'pi tasyatmartham avaptavyabhavat bhutanam cavidyapankanimagnanam

samsarasagarottaranopayaplvopdesyantarasyabhavat tadanugrahah prayojanam(1)

彼 〔=自在天 〕 に とっての 自己へ の恩寵 を無 として持 ってい るこ とがあ る時 にで さえ

も同 じ く,〔即 ち〕彼 〔=自在 天〕 には自己の 目的にたい して遍達 されるべ きもの に とっ

ての無が あるが故 に,そ して,諸 生物 には,〔即 ち〕無 明の泥嚀 に於 いて沈 み込んでい る

者 達 には,輪 廻 の海 を横 断す る ことのた めの方便 としての舟 につ いて教示 を有 して いる

ほかの者 に とっての無があ るが故に,彼 ら 〔=諸生物 〕への恩寵が 目標 としてある(1).

〔YSV I-25,Cf.MDp.73,ll.15-17,TLp.128,RMIp.130〕

athapi kakataliyanyayena bhuyamsi cittani yugapadutpadyeran tadvisayam ca vastu tatsa-

manakalam unmajjatiti,tadetenaiva prsthodarabhavanidarsanena pratyakhyayi　l　 napi kaka-

taliyavrttantenanadisamayadhino vyavaharasagara uttiryate(2) 1

【論敵の問】 さて同 じ く烏 と棗 との理論 に よって よ り一層強大 な諸 心が同時 に生起すべ

きで あろ う,且 つ それ 〔=心〕 に とって の対 象で ある事物 はそれ 〔=心〕 と同一の時 間

に浮遊す る,と い うわけで あるか ら,〔貴方 が指摘 した ような〕他 な らぬ まさに この背 中

とお腹 との無 を例証 す ることに よっては拒絶を有す るのだ.

【YSVの 作者の答】 〔今貴方が質問 した ことに も関わ らず,〕 同 じ く 〔貴方の示 した〕烏
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と棗 との 〔理論 〕の物語 に よっては,無 始 の時 態に依属す る 〔世間 に於 け る〕世俗 とい

う海 は横断 され ない 〔こ とになって しま う〕(2).

•k MV IV -16, MD p.346,11.11-13, TL p.394, RM II pp. 171-172•l

                                 

BrUpSBh•c I -4-9,Cf.MB I p.667,11.23-27. ChUpSBh•c V -10-8,Cf.MB I 

p.492,11.11-14, ‡Z -1-3,Cf.MB I p.543,11.8-10, ‡[ -12-1,Cf.MB I p.598,11.16-18. Mu-

UpSBh•cI -2-13,Cf.MB I p.153,11.18-19, II -2-5,Cf.MB I p.161,1.12, II -2-7,Cf.MB 

I p.162,11.3-4, III -1-2,Cf.MB I p.166,11.8-9. PrUpSBh•cVI -8,Cf.MB I p.132,11.12-14. 

MaUpKSBh• • . III -47,Cf.MB I p.242,11.3-4. BhGSBh•c I -1,Cf.MB II p.1,11'.21-23, II 

-11
,Cf.MB II p.12,11.8-10, X II -7,Cf.MB II p.183,11.11-14, X ‡[ -73,Cf.MB II 

p.298,11.19-20, X ‡[ -73,Cf.MB II p.298,11.19-20. UpS••c I -17-52,Cf.SeMa p.139, I 

-17-57
,Cf.SeMa p.140, I -17-88,Cf.SeMa p.145, II -1-9-11,Cf.SeMa p.193, II -1-25,Cf. 

SeMa p.196.

Ⅳ 用 法(使 われ方)に 関 す る省 察5)

① 「海」を 「輪廻」等に喩えるという形式での比喩的表現は,BhG等 に遡源 し得

るので6),こ の表現がYSVの 作者及びシャンカラ特有の文句であるとは当然言え

ないが,独 立作であるUpSに 於いて頻用されている点を始め他の多 くの著作でも

この一連の術語表現を他ならぬシャンカラ本人が奇を街 うことなく用いていた点

を考えるに,シ ャンカラによる表現上の一つの特徴を露呈したものとなっている

と言える.そ してこの比喩表現 に際 しての 「海」を表す原語 としては,sagaraと
            

mahodadhiと の 二 つ が 複 数 の 著 作 に 於 い て確 認 され,シ ャ ン カ ラ 自身 は これ ら両
                   

語を特に区別せず無差別的に用いていることがその特色の一つ として挙げられ

る.

②YSv中 の当該箇所では,無 明の泥濘に於いて沈み込んでいる者達には輪廻の

海を横断することのための方便 としての舟について教示を有 しているほかの者に

とっての無があるが故に (avidyapankanimagnanam samsarasagarottaranopayaplvopdesyantara-

syabhavat)」 と記 述 さ れ て い る が,YSV中 に あ る 「輪 廻 の 海 を 横 断 す る こ と

(samsarasagarottarana)•v という部分に酷似 している表記が,UpSで 頻繋 に使われて

いた点で,双 方の著作が同一人物に由来するものである可能性を示 しているとも

解釈が為 される.
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③YSV中 で は 「輪 廻 の海(samsarasagara)」 と呼 応 す る形 で そ れ を渡 す 「舟(phla-

va)」 の概 念 が論 じ られ て い るが,関 連 性 の あ る記 述 が ,ChUpSBh中 で の 「あ た
              

か も 底 な し で 舟 を 持 っ て は い な い 海 に 於 い て(sagara ivagaghe'plave)」,PrUpSBh中
   

の 無 明 と い う 大 海 か ら 明 知 と い う 舟 に よ り(avidyamahodadher vidyaplavena)」,更
 

に はUpS中 で の 「ブ ラ フマ ン につ い て の明 知 とい う舟 に よ り(brahmavidyaplavena)」

とい う言 及 事 項 か ら確 認 され,原 語 自体 は 異 な る もの のChUpSBh中 の他 の箇 所
      

で も 「ア ー トマ ン につ い て の 知 識 とい う小 舟 に よ っ て(atmajnanodupena)」 とい う

近 似 した表 現 が 見 出 され る.

④YSV中 で は「無 明 の 泥濘 に於 い て 沈 み 込 んで い る者 達 に は(avidyapankanimagna-

nam)」 と い う表 現 が 為 さ れ て い た が,こ こ に あ る 「沈 み 込 ん で い る(nimagna)」

とい う術 語 が シ ャ ン カ ラ の 複 数 著 作 で も 併 記 さ れ て い る.具 体 的 に 示 す と,

ChUpSBh中 で の 「イ ン ドラ に とっ て の他 な らぬ ア ー トマ ンの消 滅 に よ る恐 怖 とい
  

う海 に 於 い て(indrasya atmavinaSabhayasagara eva),ヴ ァ イ ナ ー シ ィ カ 達 が,沈 み 込
      

ん だ(nyamajjan)」 や,BhGSBh中 で の 「悲 嘆 と迷 乱 との 大 海 に於 い て 沈 み 込 ん で
 

い る ア ル ジ ュ ナ の 為 に(arjunaya sokamohamahodadhau nimagnaya)」 「大 な る 悲 嘆 の 海

に 於 い て 沈 み 込 ん で い る ア ル ジ ュ ナ に と っ て の(mahati sokasagare nimagnasyarju-
      

nasya)」 「輪 廻 とい う海 に 於 い て 沈 み込 ん で い る者(samsarasagare nimagnam)」 とい

う各 箇 所 で,そ れ ぞ れ確 認 が為 され た.

⑤ 「海 」 や 「大 海 」 に 喩 え られ て い る対 象 か ら諸 文 献 を 見 渡 す 限 り,先 ずYSV

中 で は 直 接 的 に は 「輪 廻 の 海(samsarasagara)」 と い う表 記 を見 るが,そ の 文 面 か

ら 無 明 」 と極 め て 密 接 に関 与 した もの とな って い る と 自ず と読 み 取 れ,シ ャ ン

カ ラ の 諸 著 で も これ に 呼応 す る か の 如 くに,「 輪 廻 」 が そ の譬 喩 の対 象 に な っ て

い る の み な らず,無 明 」 や 「無 知 識 」 に も そ の対 象 と して扱 わ れ て い る点 で は

一 致 を 示 して い る もの と言 え る
.当 該 箇 所 を示 す な ら,MuUpSBh中 の 「無 明 と

い う大 海 か ら よ り正 理 に よ っ て到 達 され た も の と して存 在 しつ つ あ る弟 子 を救 い

出 す こ とで あ る そ れ と い う も の が(yan nyayapraptasacchisyanistaranam avidyamahoda-

dheh)」,PrUpSBh中 の 「無 明 と い う大 海 か ら明 知 と い う舟 に よ り(avidyamahodadher

vidyaplavena)」,MaUpKgBh中 の 「無 明 の 闇 な る 海 に 於 い て(avidyadhvantasagare)」,
      

UpS中 の 「無 知 識 の 大 海 を渡 る(tirno'jnanamahodadhim)」 等 が それ に 当 た る.と こ

ろ で,「 悲 嘆 」 や 「迷 乱 」 を 「海 」 や 「大 海 」 に喩 え る表 現 も シ ャ ン カ ラ の諸 著

に於 い て は 散 見 され,こ の表 現 もシ ャ ンカ ラが 好 ん で用 い た 表 記 法 の 一 つ と して

指 摘 され よ うが,こ の表 現 自体 はYSV中 に は 見 出 せ な い.逆 にYSV中 で 確 認 が
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為 され た 「日常 表 現 とい う海(vyavaharasagara)」 とい う表 現 も シ ャ ン カ ラ の著 作 で

は 見 出 さ れ な い の で,こ れ らの 点 はYSVと シ ャ ン カ ラ の 諸 著 作 との 問 で の 相 違

点 の 一 つ と して数 え られ よ うが,各 々制 約 の あ る註 釈 文 献 で あ る こ とを 考 慮 に入

れ るな ら,必 ず し も重大 な る差 異 で は な い と思惟 され る.

⑥YSV中 で は,「 海 」 を 「横 断 す る」 とい う語 に相 当 す る もの を動 詞ut-√trか ら

派 生 した,uttaranaとuttiryateと で 表 現 して い る が,シ ャ ンカ ラの 諸 著 作 で も同 様

の表 記 が 実 に 多 くの 箇 所 で 確 認 され,YSVの 作 者 に よ る表 現 との 一 致 が 確 か め ら

れ た.

⑦ 以 上 の 事 実 は,YSVの 作 者 が シ ャ ン カ ラ本 人 で あ る可 能性 を 示 す 一 資 料 とな ろ

う.

[略 号 等] YSV: Yogasastravivarana. BrUpSBh: Brhaddranyakopanisadsdnkarabaasya.

ChUpSBh: Chandogyopanisadsdnkarabhasya. MuUpSBh: Mundakopanisadsdnkarabhasya. 

PrUpSBh: Prasnopanisadsdnkarabhasya. MaUpKSBh: Mdndukyopanisatkdrikasankarabaasya.

BhGSBh: Bhagavadgitasdnkarabhasya. UpS: Upadesasdhasri. YSV の テキス トはマ ドラス本

(MDと 省 略)を 用 い,諸 ウパ ニシャ ッドに対 する註解 のテキス トは Works of Sankaracarya

in original sanskrit vol. I Ten Principal upanisads with Sakhkarabhasya Delhi, Motilal

Banarasidass, 1992 (MB I と省 略)を 用 い た.同 様 に, MB II : Works of Sankaracarya in

original sanskrit vol. II SrimadBhagavatdnita with Sankarabhasya Delhi, Motilal Banarasidass,

1988, k •À‚Ñ‚É, SeMa: Sankara's Upadesasahasri, edited by Sengaku Mayeda, Tokyo, The Sankibo

Press, 1973. 尚,YSVの 英 訳 に 関 して は,レ ゲ ッ ト氏 の もの(TL)と,ル ク マ ニ 博 士 に

よる二巻本(RMI,II)を 用 いた.

[註記]1)こ の ような表現 はシャ ンカ ラ独 自の もの とは必 ず しも言 えな いが,独 立作

であ るUpS中 で頻 繋 に為 されてい る表現で もあ るので,決 して等 閑 に付 してはな らない

と考 えられ る.2)前 項 と関わ り合 うが,YSVの 著者 問題 を考 え るには,こ の ような

些 細な る術語 表現 について精細 に検討 す るこ とは必 須事項 であ る と言 え よう.3)下
               

線 部(1)で は,世 俗者達 の有 り様 を形 容す るのに,無 明 の泥濘 に於 いて沈み込 んでい
                     

る者達 には輪 廻の海 を横 断す る ことのた めの方 便 と しての舟 につ いて教 示 を有 してい る.

ほかの者 に とっての無 があ るが故 に」 とい う表現 が与 えられ てお り,下 線部(2)の 方で

は,論 者への答弁 の中で,無 始 の時態 に依属 す る 〔世 間に於 ける〕世俗 とい う海 は横 断

され ない」 とい う表 記が為 されて いる.4)指 数の都合 上,シ ャンカ ラの諸文献 に於

け る所載箇所 の みの提 示 に止 め る.5)考 察 内容 を簡潔 に纏 め る ことに よ り結 び とし

た い.6)例 え ば,BhG XII-7中 で は 次 の よ う な 既 述 が 確 認 さ れ る. tesam aham samud一

dharta mrtyusamsarasagarat I bhavami na cirat partha mayy avesitacetasam

〈キ ー ワ ー ド〉 シ ャ ン カ ラ, Yogasastravivarana

(駒澤大学大学院)
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pressed in ablative form. 
From these points, we can conclude that Prasastapada's epistemology par-

allels the distinction of causes in his causality. 

60. Similes used by Sankara: the simile on the ocean 

Tatsuoki KATO 

This article studies a simile of the ocean found in the Yogasastravivarana 
with a view to comparative research. I research similar similes discovered in 

Sankara's works, in order to solve the vexed problem of the authorship of the 

Yogasastravivarana. 

61. Udayana and Prajnakaragupta: A Sanskrit Fragment of the Pramanavar-
ttikalamkara Found in the Nyayavarttikatatparyaparisuddhi 

Koji EZAKI 

Both in Udayana's Nyayavarttikatatparyaparisuddhi (NVTP) and in Ratna-

kirti's Isvarasadhanadusana (ISD), the following Sanskrit fragment of Prajn-

akaragupta's Pramanavarttikalamkara (PVA) is found: 

yatkincid atmabhimatam vidhaya niruttaras tatra krtah parena / 
  vastusvabhavair iti vacyam ittham tadottaram [ ISD: tathottaram] syad vijayi sa-

mastah // 
While Prajnakaragupta states this verse and Ratnakirti quotes it in the con-

text of the refutation of Naiyayikas' proof of the existence of God (isvara), 
Udayana refers to it in the context of the refutation of the Buddhist view of 

unreality. The question arises: What is Udayana's intention in quoting the 

passage from PVA? 
The key to the answer to this question is the word 'svabhavavada', which 

occurs in the passage of Jnanasrimitra's Vyapticarca (VC) or Ratnakirti's Vy-
aptinirnaya that is cited by Udayana in his NVTP immediately before the ci-

tation of the present verse of PVA. The word 'svabhavavada' in the very 

passage should be taken as signifying 'to speak of the essence of a thing' or

1267


